外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成26年6月23日（月）　　　　　　司会：川井　さと子　　記録：櫻田　靖子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・6/21（土）にグループホームあおぞらの洗濯機が故障したとの事。すぐには修理、購入が難しい為、青山荘、青陽館、青明舎での洗濯機を使用するように説明しているとの事。
・6/27（金）ナイトケアの料理教室実施予定。

・巴　勇樹様～6/25（水）に退院し、6/26（木）からデイナイトケア利用開始。喫煙本数は1日20本以内と決めており、現在17～19本吸っているとの事。喫煙本数を確認する為にチェックシートを利用しており、現在はスタッフが記入している。退院後はデイナイトケアでタバコを渡す時に本人が記入する習慣をつけていく。また、しけもくの心配がある為、灰皿をスタッフが預かって管理していく。タバコは本人に持たせず、送迎の際に両親とスタッフとの間でやり取りとするが、本人には吸いたいときには喫煙できることを伝えて安心して過ごして頂けるようにする。中等度知的障害があり、周囲と比べられることが苦手である為、声掛けをする際には注意が必要である。

＜青明舎利用者様情報＞

・森田　清助　様～6/18（水）定期訪問実施。室内は、ほこり等が目立っており掃除がされていない様子。最後にいつ掃除をしたか確認すると1～2週間前であるとのこと。定期的に掃除をするよう伝えているとの事。最近は、梅雨で天気も悪いため、あまり外出はしていなかったが、銭湯には定期的に行っているとの事。

・高柳　和子　様～6/18（水）定期訪問実施。臨時福祉給付申請書が届いており、記入された書類の確認をしている。その後、よこまちストアーへ同行し手続きに必要な保険証、銀行の通帳等のコピーしている。最近の様子を伺うと、「実家へ行ってきた」とのことで、兄が送り迎えをしてくれたとのこと。よこまちストアーで待ち合わせ、お墓参りに持ってく、お稲荷、花、線香などを購入し準備したとのこと。墓参りは3年ぶりとのことで「安心した、やっとで墓参りが出来た」と笑顔で話している。

・清水　秋男　様～6/21（土）定期訪問実施。近況について尋ねると生活で困ったことはないと話している。体調面については、「肩の痛みはあるが病院へ行くほどでもない」とのことで、週２回の仕事も身体への負担はさほどないとのこと。

・前野　義勝　様～6/21（土）定期訪問実施。訪問確認の電話で慌てて起き掃除機を掛けたと話している。偏頭痛が続いているか確認すると、「滝沢整形外科から出た痛み止めを飲むと良いんだよ」と話す。偏頭痛は天気に左右されるとのことで、温度差がある天気は痛みが強くなると話している。６月に入ってから麦ご飯を摂取しているとのこと。麦ご飯が懐かしくなり食べは始め、食べ始めたら体調（便通）も良くなったと話している。うみねこ幸房に若い人が入って来ないのかと話され、「俺も年とって来たからきついんだよな、うみねこ幸房に居る人も年とって来たし」と話している。昨日うみねこ幸房で怒りっぽくなり、他者（川口八寿子様）に嫌なこと言ってしまい、「やってしまったんだよ」と話す。怒りっぽくなった理由を考えたら昼の服薬を忘れていたとのこと。振り返りの出来たことを評価し、服薬を忘れないことや、次回怒りっぽくなった理由等を話すように伝えている。

・平　　京子　様～6/22（日）デイケアの情報提供により訪問をしている。八戸市役所から手紙が届いており、環境部環境保全課よりの通知で、母親が亡くなった後の実家の状況が、草木が生い茂り廃墟の様になっている為、草木の伐採か処分するなどの管理等をして欲しい旨の内容になっている実家をどうしたいのか伺うと、「建物、土地はそのままにして、草木の伐採は業者には頼まず、自分でやりたい」と話している。家族（弟）にも同様の手紙が送付されており、本人だけで決めかねる内容と思われるので今後どうしたいのか確認している。6/23（月）は八戸市役所環境部環境保全課へ電話連絡し、土地の名義が誰なのか確認する。実家の状況を確かめに行き、弟の連絡先が書いている電話帳を探したい。弟の連絡先が分かり次第実家をどうするか相談したいと話されていたとの事。実家には母親が亡くなってから（3～4年ぐらい経っている）帰ってないとのことで、家の中は葬式が済んだ後のままになっていると話す。家の鍵は持ってないとのことで、家の中には開いているところから入ると話している。困ったことがあれば青明舎で協力できることを伝えると、「自分でやるからいいです。」と話す。今後困ったことがあった場合は相談するように伝え、実家に行く際は天候を見ながら行くように伝えているとの事。

・我満　奈津紀様～本日、青明舎を訪問し、子宮頚癌検診の結果が悪くて再検査をして、その結果が7/7（月）にわかると話されていたとの事。

＜青明舎利用者様情報交換＞

・松川　順子　様～6/17（火）に外来受診後に青明舎に立ち寄って、薬が変更になった事と、6/16（月）にデイケアで気になることがあったが話せる雰囲気ではなくて、話せなかったと話されていたとの事。気になっている事の内容は話していなかったが小さなことでその事を考えて眠れなくなること等はないとの事。先週末、デイケアに来所した際には自分からスタッフに相談することができている。

＜グループホーム入居者様情報＞

・平　　康子　様～最近、デイケアの欠席が減っている。本日は拒否なく、自分から入浴すると話されており、腰痛の訴えも聞かれない。運動も普段よりも大きく体を動かしている様子が見られている。明日コンサートに行く事を楽しみにしており、良い影響が出ている様子である。

・富田　　紀子様～6/13（金）に本人より電話連絡あり、頭痛・動悸があるとのことで、デイケアを欠席。ＧＨ世話人に情報提供すると、5/9に体調不良があった際、「（具合が悪いことがあるため）死んだ方がいいのかな」と弱音を話すことがあったとのことで、体調面を気にしている様子があるとのこと。先週は不調の訴えはなく過ごされている。

・中村　茂　　様～デイナイトケアの夕方の茶碗洗いの時間になると疲れきってしまうと訴えているとの事。足のふらつきを訴えて、室岡整形外科を受診し、特に異常は無く、下肢の筋力を強める為にリハビリに通うか、自分で運動をするようにと説明を受けてきたとの事。グループホームでは調子が良さそうな時には、足あげ等の運動をしているとの事。
＜事例検討＞

淡路　智恵子様　（58）　主病名：統合失調症　

20歳頃より幻聴、被害妄想。H7より、無為自閉、ひきこもり。

H9幻聴が悪化し、易怒性、興奮がみられる

H9.5.22　当院入院（～H11.5.3）※入院歴1回

デイケア利用：H11.5.26～現在まで利用

検討内容目標・計画の評価、見直し

長期目標

グループホーム生活を継続する。

中期目標

①対人交流の中でストレスや不満の軽減を図る。

②体重増加を気にする発言ある為、生活状況の見直しをする。

③間食を控え偏った食事をしない。

短期目標

①不満やストレスに対して対処法について一緒に検討する。

②運動プログラムへ参加する。

③食生活・間食状況について確認しアドバイスをする。

治療計画

①生活環境や人間関係でストレスを感じることがある為、不満や訴えを傾聴する事でストレス軽減を図る。

②体重増加防止の為、運動プログラムの参加状況の把握と、取り組み方のアドバイスを行う。

③間食の有無や食事内容について確認し食べ過ぎや食事の偏りがある際は食生活についての振り返りを行い、アドバイスを行う。

現在の状況

①について

嫌なことがあったり、対人関係でうまくいかないと「死にたい」「入院したい」と訴える傾向にある。4月にGHの入居者が何でも聞いてきて負担と話すことがあるが、訴えは一時的で今は「周りと上手くやっている」と話されている。

②について

昼食にはおにぎりと惣菜を持参している。時に更に幸房ランチも食べることがある。体重をあと2～3ｋｇ減らしたいと話されている。間食は他者にもらうことがある。また、自分で食べたいものを買ってきて食べている。

グループホーム世話人・青明舎からの情報

・6/14（木）兄様が労災病院に入院しているので、お見舞いに行ってくると話されている。

検討結果

・兄様の入院については本人から話しがない為、確認していく。間食量に関しては担当スタッフと本人とで話し合い、決まり次第報告する。

＜外来情報＞

・向井　敦子様～妄想が著明で、主治医を変えたい話しや何の為にＥＣＴをやったのか等興奮も見られている。訪問看護からの情報提供で、御家族からの入院希望があったが、本日は薬剤調整を行い、1週間後の受診となっている。

・清水　泰雅様～先週と同様の訴えをしており、デイケア利用日を月・火・水・金で行きたいと話されている。担当医より、退所後のリズムを整える為にもデイケアは休まずに月から金曜日まで通所するよう説明している。

